
Ⅰ.平成 28 年度第 1 回熊本県訪問看護ステーション連絡協議会役員会報告 

                                   管理者代表  木村 

日時：平成 28 年 9 月 13 日 PM7 時～ 場所：テルウェル熊本ビル１階会議場 

参加役員：１３名（木村・木下・森安を含む） 

会議内容：①平成２７年度活動報告・収支決算 

      ②全国訪問看護事業協会総会及び事業者大会、都道府県会議報告 

      ③訪問看護連絡協議会全国会議報告 

      ④平成２７年度管理者勉強会報告 

      ⑤平成２８年度事業計画・収支予算 

～会費の値上げはしない方向で決定 

  ＊ブロック費として年間１４万確保 

訪問看護の広報や看護師掘り起し活動、質の向上等に生かせる教材や物品

の購入（管理は事務局または代表）、研修会や勉強会の講師及び会場費等に

ついての活動費とする 

1）企画書と予算書を作成し、代表へ提出 

2）代表及び看護職役員２名の３名で内容等を検証し決定 

3）企画書等の提出が同じブロックに偏らないように選定する 

      ⑥平成２８年度連絡協議会総会・在宅ケア研究会 

        年度末までには開きたい！と事務局より発言あるも未だ未定 

      ⑦平成２８年度熊本地震への対応に関する報告 

       ＊被災被害状況報告～事務局アンケート報告 



  ＊全国訪問看護事業協会からの支援報告 

1）訪問看護師派遣登録：１８１事業所/全国・・・利用に至らず 

2）義援金：５７２９３３８円/206 箇所（個人・事業所・都道府県連絡協議会） 

3） 2）を２６訪問看護ステーションと熊本県訪問看護ステーション連絡協議会

に送金される。     

  ＊義援金の運用については、特別会計とし災害関連に利用する。 

    管理者会による災害委員会の活動も支援する 

   ⑧平成２８年度「在宅医療関連講師人材養成事業」の実施に向けて推薦 

 

Ⅱ.県難病医療連絡協議会報告 

日時：平成２８年度１０月２１日 １９時～ 

場所：くまもと県民交流館パレア９階 会議室 

参加者：行政・医療機関・団体/２４人 

会議内容：①平成２７年度事業実績報告決算報告 

及び平成２８年度事業計画案、予算案について 

       ②災害時難病患者ハンドブックの作成について 

         Ｑ＆Ａ方式を検討、手軽で簡単であること！ 

       ③今後の難病の医療提供体制の在り方について 

    早期診断、適正医療の提供体制、療養と両立できる体制、遺伝子診断

等の実施体制、小児期診療科から成人期診療科への連携体制 

       ④指定難病の追加  ３０６疾患+２４疾患＝３３０疾患（Ｈ29.4～） 


